
　

三
宅
島
へ
訪
問
し
た
際
は
、
三
宅
島
に
あ

る
編
集
部
。
遠
隔
で
発
行
し
て
い
る
際
は
、

大
学
の
あ
る
藤
沢
市
に
あ
る
編
集
部
。
私
た

ち
あ
し
た
ば
ん
編
集
部
は
、
場
所
を
選
ば
ず

ど
こ
で
も
、
記
事
を
書
き
、
編
集
す
る
。
そ

ん
な
あ
し
た
ば
ん
編
集
部
が
、
来
る
二
月
三

日
〜
五
日
、
品
川
区
に
出
張
す
る
。Ｊ
Ｒ
目

黒
駅
近
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
さ
し
い
予
感
に

て
行
わ
れ
る
、「
慶
應
義
塾
大
学　

加
藤
文

俊
研
究
室
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
展
Ⅷ　

栞
」

へ
、
あ
し
た
ば
ん
編
集
部
員
で
あ
る
上
地
里

佳•

大
西
未
希
の
二
人
が
出
展
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
展
は
、
今
年
で

八
回
目
を
迎
え
る
。
四
年
生
の
卒
業
制
作
、

二
・
三
年
生
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
さ
ら
に

研
究
室
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
も
出
展
し
、
一
年
間
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
を
展
示
と
い
う

か
た
ち
で
発
表
す
る
。
あ
し
た
ば
ん
編
集
部

は
今
回
、昨
年
六
月
か
ら
発
行
し
て
い
る
『
あ

し
た
ば
ん
』
の
歴
史
を
、
大
き
な
年
表
に
し

て
ふ
り
か
え
る
予
定
だ
。
展
示
会
場
で
は
記

事
執
筆
者
か
ら
検
索
で
き
る
目
録
も
用
意

し
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
編
集
中
の
裏

話
や
、
編
集
部
員
の
日
記
な
ど
を
あ
わ
せ
て

見
て
い
た
だ
き
、『
あ
し
た
ば
ん
』
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
だ
。

　

実
は
こ
の
展
示
に
あ
わ
せ
、
三
宅
島
関
連

の
発
行
物
を
刊
行
す
る
編
集
社
を
設
立
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
は
会
社
組
織
で
こ
そ
な

い
が
、今
後
の
三
宅
島
で
の
研
究
を
ま
と
め
、

発
行
物
を
定
期
的
に
刊
行
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
そ
れ
が
展
示
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い

る
『
あ
し
た
ば
んBOOKs

』
で
あ
る
。
発

行
物
第
二
弾
と
し
て
用
意
し
て
い
る
の
が
、

『
三
宅
島
研
究
』
と
い
う
冊
子
だ
。
こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
学
会
誌
に
あ
る
よ
う
な
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
用
語
を
で
き
る
だ
け
用
い
ず
、「
わ

か
り
や
す
く
」
三
宅
島
で
の
研
究
成
果
を
ま

と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
展
示
会

場
に
て
創
刊
号
の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
大
西  

未
希
）
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こ
の
『
あ
し
た
ば
ん
』
は
、
加
藤
文
俊
研
究
室
が
三
宅
島
大
学
リ
サ
ー
チ
の
一
環
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

第 二 十 号

二 十 号 特 別 号

火曜日
1月31日

info@ashitaban.net

 『
あ
し
た
ば
んBOOKs

』
誕
生

　
　
　

慶
應
義
塾
大
学　

加
藤
文
俊
研
究
室
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
展
Ⅷ『
栞
』

慶
應
義
塾
大
学　

加
藤
文
俊
研
究
室

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
展
Ⅷ　
『
栞
』

http://vanotica.net/fw108/

同
時
開
催  

加
藤
文
俊
研
究
室
Ｏ
Ｂ
展
『
帯
』

【
日
時
】

二
〇
一
二
年
二
月
三
日
（
金
）〜
五
日
（
日
）

十
一
時
〜
二
十
時
（
最
終
日
の
み
十
七
時
ま
で
）

【
場
所
】

＠Gallery

「
や
さ
し
い
予
感
」

東
京
都
品
川
区
上
大
崎2-9-25

http://www.yokan.info/
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緑
深
く
生
い
茂
る
ア
カ
コ
ッ
コ
館
。
視
聴

覚
棟
で
は
、
一
月
末
ま
で
「
フ
ォ
ト
コ
ン 

2011 in 

三
宅
島
」
の
応
募
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
回
が
初

め
て
の
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
ー
カ
イ
ブ

部
門
、
デ
ー
タ
部
門
合
わ
せ
て
二
五
〇
点
も

の
応
募
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
応
募
さ
れ
た
写

真
作
品
は
、
ア
カ
コ
ッ
コ
館
の
他
に
、
東
海

汽
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
愛
ら
ん
ど
シ
ョ
ッ
プ
や

ウ
ェ
ブ
に
て
、
一
月
三
一
日
ま
で
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

総
合
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、
ア
ー

カ
イ
ブ
部
門
に
応
募
さ
れ
た
田
中
勘
一
さ
ん

撮
影
の
「
天
草
の
頭
上
運
搬
釜
方
処
理
場
」

だ
。
こ
の
写
真
に
は
、
一
人
の
女
性
が
一
枚

の
布
で
は
包
み
き
れ
な
い
ほ
ど
の
天
草
を
頭

に
乗
せ
、
そ
れ
を
三
人
の
女
性
が
支
え
な
が

ら
運
搬
し
て
い
る
様
子
が
写
っ
て
い
る
。
膨

大
な
天
草
の
量
と
、
そ
れ
を
運
搬
す
る
の
に

女
性
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
、
三
宅
島
に

と
っ
て
天
草
漁
が
い
か
に
大
き
な
産
業
だ
っ

た
の
か
物
語
っ
て
い
た
。
ア
カ
コ
ッ
コ
館
で

は
応
募
さ
れ
た
全
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
写
真
に
知
人
が
写
っ
て
い
た

り
、
見
た
こ
と
の
あ
る
景
色
、
思
い
出
深
い

行
事
の
様
子
が
あ
っ
た
り
し
て
、
三
宅
島
に

初
め
て
来
て
か
ら
１
年
も
経
っ
て
い
な
い
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ん
だ
か
懐
か
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
。
他
に
も
、
マ
グ
マ
水
蒸
気
爆

発
が
起
こ
る
前
の
新
澪
池
の
写
真
や
、
三
池

地
区
で
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真
な
ど
、
美
し

2012

い
松
の
街
道
な
ど
、
過
去
と
今
と
で
大
き
く

変
化
し
て
し
ま
っ
た
風
景
写
真
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
と
は
違
う
風
景
に
切
な
く
な

る
気
持
ち
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の

こ
と
を
乗
り
越
え
て
き
た
島
の
人
々
の
た
く

ま
し
さ
を
強
く
感
じ
る
。

　

多
く
の
人
々
の
様
々
な
角
度
で
記
録
さ
れ

た
三
宅
島
の
写
真
た
ち
は
、
今
も
な
お
火
山

活
動
が
続
い
て
い
る
島
だ
か
ら
こ
そ
の
変
化

や
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
島
民
の
意
地
や

優
し
さ
、
強
さ
な
ど
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
島

の
魅
力
が
つ
ま
っ
て
い
た
。   

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
（
上
地  

里
佳
）

過
去
に
想
い
を
馳
せ
て
、

　
　
　
　
　

い
ま
を
想
う
。

作
品
展
示
会
「
フ
ォ
ト
コ
ン2011 in 

三
宅
島
」

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
展
Ⅷ　

栞
「
三
宅
島

研
究
〜
あ
し
た
ば
んBOOKs

〜
」
ブ
ー
ス

に
て
、「
あ
し
た
ば
ん
最
高
！
」
と
ひ
と
こ

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
先
着
一
日
十
名

様
に
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
『
あ
し
た
ば
ん
』

を
集
め
る
の
が
楽
し
く
な
る
！
特
製
バ
イ

ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
手
に
入

る
の
は
、
こ
の
機
会
だ
け
！
ぜ
ひ
展
示
会

場
で
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
し
た
ば
ん
特
製　

バ
イ
ン
ダ
ー
？
！



発行している立場ではありますが、第 20号の発行をと

ても嬉しく思います。でも、このくらいで喜んでいる

わけにはいきません。『あしたばん』であるからこそ書

けることを書く。休むことなく、きちんと届ける。さ

らに質の高い紙面づくりを目指しましょう！

「にがったけ」の記事を書いたあと、「にがったけ、好

きかね？」とお電話をいただいたこと。８月、「毎週一

号発行」を目指し、毎週日曜の夜は編集に格闘して過

ごしていたこと。ひとつひとつ、覚えている。一号一号、

ちゃんと。発刊を重ねても、「ちゃんと覚えている」、

そして伝えたい言葉を載せたものにしたい。20号を迎

え、そんなことを考えた。自分に、編集部に、三宅島に、

おめでとう。

半年前、初めて『あしたばん』を手渡したときのこと

を今でもよく覚えている。発行回数を重ねていくごと

に「知ってるよ！」との声が聞こえるようになっていっ

て、『あしたばん』を通じたたくさんのふれあいを持て

たことが、とてもうれしかった。この先も少しずつ、

島の皆さんと一緒に『あしたばん』を育てていけます

ように。

今回で、あしたばんは記念すべき 20号を迎える。思え

ば本当にあっという間ではあったが、あしたばんのこ

とを知っている島民や、発行を楽しみにしている人た

ちが増えてきていると耳にして素直に嬉しい。これか

らも島民に島の「あした」と笑顔を届けられるような

あしたばんを発行していきたい。

このかわら版が『あしたばん』と名付けられたのは、三

宅島に初めて行く船中だった。あれから 20号発行を迎

えられたことは感慨深いものがある。島とのつながりが

生まれ、徐々に読者も増え、かけがえのない人々に出会

うことができた。これからも、三宅島での発見、喜び、

疑問、好奇心を『あしたばん』で伝えていければと思う。

最初に書いたのはビーチ相撲の記事だった。あしたば

んを見せながら取材を始めたのを覚えてい る。この小

さなかわら版を介して多くの人々と出会った。 島の人に

とって、あしたばんが話のネタになれば幸いだ。それ

と同時に島でのコミュニケーショ ンが記事のタネにな

る。これからも出会いを大切にするメディアであり続

けたい。 

加藤文俊

大西未希 森部綾子

長冨将成 上地里佳

三島麻里江

みやけに足を踏み入れたのは冬のこと だった。荒れ狂

う海に驚きつつも、おおらかな島民、見渡す限りの自

然に心を奪われた。 その感動を伝えたくて、記事を書い

たあしたばん。 滞在中の差し入れにいただいたあした

ばは、くせがあり、しかし温かい味がした。あしたば

んもそんな存在。

根岸明子

『あしたばん』編集部では、

読者のみなさまからのご意見•ご要望•ご感想

をいつでもお待ちしております。

■お問い合わせ■

info@ashitaban.net
■バックナンバーはコチラ■

http://ashitaban.net/



昨年六月より発行を続けてきた『あしたばん』も、ついに 20号を迎えた。
この「20号特別号」発行に伴い、読者の皆様•あしたばん編集部から『あしたばん』へのメッセージを募集した
ところ、たくさんのお祝いの言葉をいただいた。　

あけましておめでとうございます。昨年の秋、赤い屋

根の小さな家を担ぎ、映像を撮りながら島を一周した

村上です。諸々の事情でそちらに行けないまま、４ヶ

月経ってしまいました。僕はいま新潟にいます。寒い

です。暖かい三宅島が恋しいです。秋に撮った映像を、

島で発表したいと思っています。待っててください。

初めての三宅島で、早朝の到着に寝ぼけ眼になりなが

ら、その日の発刊 を目指して『あしたばん』創刊号の

編集会議をしたことを思い出します。徐々に『あした

ばん』が島に広がっていく過程と、自分が島を知って 

いくのが重なって、一緒に歩んできたような感覚です。

これからも『あしたばん』を通じた出会いに期待して

います。

僕は、三宅島にいって島の人とコーヒーを飲んでいま

す。三宅島大学が島の皆さんに愛されて行く過程を、

一緒に体感する時間だと思っています。

この時間は互いの事を知る時間でもあるし、そして一

緒に何かを作って行く時間になるはずです。この時間

を経て愛される出来事を生んで行きたいです。

あるようで無かった、島内密着型新聞。あのオジやオ

バがあのお店が…誰もが主役になれる新聞あしたばん。

でも、まだ今ひとつ、島民に伝わりきれていないのが

残念。あしたばんの広がりと共に三宅島大学の講座も

もっと広がるといいな。 

20 号達成、おめでとう御座います！これからも三宅島

の明日を伝えていってください、30、40とこれからも

増えていくのが楽しみですね！！

おめでとうございます！読者として、いち執筆者とし

て大変うれしく思います。また記事を書く機会がいた

だけれ ばなぁ、なんて思います。そろそろあしたばを

使った創作料理ニューなども載せてみてはいかがです

か？！次は 50号目指してがんばってください！

村上慧 EAT&ART TARO

飯田達彦 田中耕介（ころっち）

相原瑛里 新飼麻友

ご愛読ありがとうございます！！
読者の皆様•編集部からあしたばんへ
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き
た
。
築
穴
製
菓
に
行
き
、
夏
に
築
穴
さ
ん

た
ち
と
よ
く
行
っ
た
『
彦
七
』
に
ご
飯
を
食

べ
に
行
っ
た
。
伊
豆
避
難
施
設
を
見
学
し
に

行
け
ば
馴
染
み
の
管
理
人
さ
ん
に
会
う
こ
と

が
で
き
、
島
名
物
の
芋
餅
を
焼
き
な
が
ら
最

近
の
三
宅
島
の
話
を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
た
。
行
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
、

夏
以
来
ず
っ
と
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
商
店
に
も
顔
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
椿
の
花
を
鑑
賞
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た

ら
道
に
迷
っ
た
り
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
私
の
顔

を
覚
え
て
い
て
嬉
し
く
な
っ
た
り
、
新
た
な

出
会
い
も
生
ま
れ
た
。
夕
ご
飯
に
美
味
し
い

鍋
と
梅
酒
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
、
お
互
い

の
近
況
や
懐
か
し
い
話
で
夜
更
か
し
も
し

た
。
初
め
て
着
発
の
船
を
体
験
し
て
、
早
朝

に
も
関
わ
ら
ず
用
意
さ
れ
た
サ
ン
ト
モ
さ
ん

の
鮭
お
に
ぎ
り
の
美
味
し
さ
が
身
に
染
み

た
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
が
冬
の
島
の
醍

醐
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
島
に
は
何
者
も

出
入
り
し
な
い
日
々
、
自
身
で
は
ど
う
し
よ

う
も
で
き
な
い
自
然
の
力
を
身
近
に
感
じ
、

商
店
に
卸
さ
れ
る
商
品
は
徐
々
に
減
っ
て
い

く
。
そ
れ
で
も
島
民
は
悠
々
と
し
た
心
持
ち

で
、
自
然
に
抗
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
さ
え
受
け

る
。

　
「
欠
航
が
二
日
以
上
続
い
た
人
た
ち
を『
欠

航
流
人
』
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。」
と
欠
航
二

日
目
に
言
わ
れ
た
。
そ
の
言
葉
は
、
面
白
お

か
し
く
、
し
か
し
的
確
に
私
た
ち
を
表
現
し

て
い
た
。こ
の
状
況
下
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
さ
せ
て
く
れ
る
言

葉
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
称
号
を
あ
り
が
た
く

頂
き
、
貴
重
な
お
土
産
を
手
に
入
れ
た
気
持

ち
で
三
宅
島
を
後
に
し
た
。

　

二
十
号
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
記
事
を

投
稿
し
て
く
れ
た
記
者
一
覧
と
、
各
々
の
記

事
の
合
計
を
整
理
し
て
み
た
。
な
ん
と
、
こ

れ
ま
で
『
あ
し
た
ば
ん
』
に
掲
載
さ
れ
た
記

事
は
計
一
一
九
記
事
も
存
在
し
た
。
多
く
の

人
々
に
『
あ
し
た
ば
ん
』
が
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
よ
り
よ
い
誌
面
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
。

【
飯
田
達
彦
】

一
号　
　

表
『
始
動
、
三
宅
島
大
学
！
』

二
号　
　

裏
『
道
具
を
通
じ
て
み
る
そ
れ
ぞ
れ

の
旅　

村
上
慧
さ
ん
』

三
号　
　

裏
『
島
が
好
き
で
好
き
で
仕
方
な
い

か
ら
』

号
外
一　

表
『
一
同
集
結
』

他
、
計
十
四
記
事

【
岩
橋
文
弥
】

八
号　
　

表
『
も
う
少
し
で
、
届
き
そ
う
。』

【
上
地
里
佳
】

二
号　
　

表
『
民
宿
つ
く
ば
の
お
母
さ
ん
』

号
外
一　

表
『
あ
し
た
ば
ん
制
作
の
裏
側
に
迫る』

五
号　
　

表
『
パ
ピ
ロ
っ
て
な
ん
で
す
か
？
』

六
号　
　

表
『
川
越
か
ら
三
宅
島
に
想
い
を
馳

せ
る
』

他
、
計
二
四
記
事

【
大
西
未
希
】

一
号　
　

表
『
異
国
籍
船
上
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
』

二
号　
　

裏
『
は
じ
め
て
出
会
っ
た
島
の
味
、　

　
　
「
に
が
っ
た
け
」』

三
号　
　

裏
『
巨
大
な
紙
に
軌
跡
を
残
す
』

四
号　
　

裏
『
三
宅
高
校
な
う
。』

他
、
計
二
四
記
事

【
小
澤
慶
輔
】

一
号　
　

裏
『
意
気
込
み
！
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

サ
バ
イ
バ
ル
の
プ
ロ
五
十
嵐
靖
晃
』

二
号　
　

表
『
ぐ
る
り
一
周
』

四
号　
　

裏
『
三
宅
島
リ
サ
ー
チ
経
過
報
告
』

五
号　
　

表
『
リ
サ
ー
チ
期
間
終
了
』

【
加
藤
文
俊
】

十
四
号　

表
『
キ
ッ
ク
オ
フ
の
あ
と
で
、　　
　

考
え
た
。』

【
川
村
恵
理
】

十
九
号　

裏
『
ひ
と
足
早
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
』

【
喜
多
直
人
】

四
号　
　

裏
『
お
土
産
を
受
け
取
り
に
。』

【
佐
藤
悠
】

五
号　
　

裏
『
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い
』

【
新
飼
麻
友
】

一
号　
　

表
『
始
動
、
三
宅
島
大
学
！
』

二
号　
　

裏
『
道
具
を
通
じ
て
み
る
そ
れ
ぞ
れ

の
旅　

上
地
由
衣
さ
ん
』

三
号　
　

表
『
水
中
ス
ケ
ッ
チ
大
会
行
わ
れ
る
』

『
大
久
保
浜
は
ス
テ
ー
ジ
』

四
号　
　

表
『
伊
ヶ
谷
港
に
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船

あ
ら
わ
る
』

他
、
計
九
記
事

 【
関
取
花
】

十
九
号　

裏
『
初　

三
宅
島
で
と
も
っ
た
灯
』

【
高
木
静
香
】

一
号　
　

裏
『
意
気
込
み
！
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

加
藤
文
俊
教
授
』

二
号　
　

表
『
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
か
れ
た

三
宅
島
』

三
号　
　

表
『
水
中
ス
ケ
ッ
チ
大
会
行
わ
れ
る
』

『
大
久
保
浜
は
ス
テ
ー
ジ
』

六
号　
　

表
『
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！　
　
　

「
あ
し
た
ば
ん
」』

【
廣
野
吉
隆
】

十
八
号　

裏
『
島
び
よ
り　
「
怖
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
。』

【
仲
尾
千
枝
】

七
号　
　

表
『
ま
だ
見
ぬ
三
宅
島
を
思
う　

「
ロ
ッ
ク
〜
わ
ん
こ
の
島
〜
」』

【
長
冨
将
成
】

一
号　
　

裏
『
意
気
込
み
！
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

加
藤
文
俊
教
授
』

二
号　

表
『
ぐ
る
り
一
周
』

三
号　

裏
『
一
メ
ー
ト
ル
の　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

四
号　

表
『
二
時
間
／
三
年
間
に
か
け
る
思
い
』

他
、
計
八
記
事

【
根
岸
明
子
】

十
八
号　

裏
『
島
び
よ
り　

島
の
洗
礼
』

【
橋
本
匠
】

十
四
号　
　

裏
『
僕
の
足
、
島
の
石
、
人
の
意
思
。』

【
丸
本
智
也
】

十
八
号　

表
『
ポ
ス
タ
ー
完
成
！
！
「
ポ
ス
タ
ー

を
つ
く
ろ
う
」
講
座
』

【
三
島
麻
里
江
】

十
二
号　

裏
『
伊
ヶ
谷
で
ビ
ー
チ
相
撲
大
会
開
催
』

十
三
号　

表
『
学
生
の
あ
か
し
』

十
五
号　

裏
『
優
し
さ
の
味
』

十
六
号　

裏
『
島
び
よ
り　

島
空
模
様
』

他
、
計
五
記
事

【
水
谷
晃
毅
】

十
九
号　

表
『
甘
い
香
り
と
笑
い
声
に
つ
つ
ま
れ

て
〜
三
宅
島
ク
ッ
キ
ー
を
つ
く
ろ
う
〜
』

【
村
上
慧
】

五
号　
　

裏
『
半
・
島
民
に
な
り
た
い
』

八
号　
　

裏
『
海
の
教
室
』

【
森
部
綾
子
】

三
号　
　

裏
『
島
が
好
き
で
好
き
で
仕
方
な
い
から』

号
外
一　

裏
『
潮
風
を
あ
び
な
が
ら
』

五
号　
　

表
『
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
』

六
号　
　

裏
『
三
宅
島
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る　

島
を
あ
と
に
』

他
、
計
六
記
事

【
安
野
太
郎
】

八
号　
　

裏
『
三
宅
島
大
学
開
校
式
の
為
の
音
楽

メ
ン
バ
ー
募
集
』

十
号　
　

裏
『
神
着
太
鼓
の
勝
手
な
分
析
』

【
吉
田
あ
ん
な
】

号
外
三　

表
『
初
め
て
の
三
宅
島
へ
の
思
い
』

十
三
号　

表
『”

い
ま”

が
響
き
続
け
る
よ
う
に
』

十
五
号　

表
『
ポ
ス
タ
ー
完
成
！　
　
　
　
　

〜

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜
』

十
七
号　

表
『
冬
の
三
宅
島
へ―

キ
ャ
ン
ド
ル
を

つ
く
ろ
う―

　

一
月
一
九
日
、
私
は
三
宅
島
を
訪
れ
て
い

た
。
今
回
は
一
泊
二
日
の
短
い
滞
在
予
定
。

空
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
、
陽
気
が
暖
か
く
、

一
月
に
も
関
わ
ら
ず
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
し

ま
い
そ
う
な
ほ
ど
の
清
々
し
い
朝
だ
っ
た
。

し
か
し
、そ
の
日
の
夕
方
か
ら
天
候
が
一
転
、

雨
と
と
も
に
強
い
風
、
島
内
放
送
か
ら
は
東

京
発
の
船
が
欠
航
と
い
う
知
ら
せ
が
流
れ

た
。
島
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
冬
で
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
そ
の

日
か
ら
二
日
間
は
船
、飛
行
機
と
も
に
欠
航
。

一
泊
二
日
の
は
ず
だ
っ
た
予
定
は
、
三
泊
四

日
と
な
っ
た
。

　

島
外
と
の
交
通
機
関
が
断
た
れ
た
こ
と

で
、
私
の
週
末
の
予
定
は
一
変
し
た
。
三
宅

島
で
の
時
間
が
で
き
た
私
は
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
々
に
会
い
に
行
く
こ
と
が
で

島
び
よ
り

三
宅
島
エ
ッ
セ
イ

『
あ
し
た
ば
ん
』
の
記
者

大
集
合
！

4

三
宅
島
大
学
は
、
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

欠
航
流
人
の
称
号

上
地
　
里
佳
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